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 要  旨 
近年、高度技術を背景にシステムは更なる巨大化・複雑化の方向に向かっている。これに伴い、
トラブルが社会やシステムにより重大な被害を与える可能性も高まっている。この種のシステム
の例としては原子力プラントや航空管制のシステムなどを挙げることができる。また、このよう
な大規模システムだけでなく、我々の身近にある家電製品などにおいても、トラブルにより人的・
設備的被害を引き起こす可能性が高まっている。 
このようなトラブルに対して、技術の進歩に伴いシステムや機器自体の信頼性は向上している
が、ガスこんろなどの消費生活用製品における操作ミス、消し忘れといった人間が介在する事故、
所謂ヒューマンエラーは未だ多い現状にある。そして、これらトラブルの多くは過去と類似の事
象であるため、事故の低減を行う際にはこの類似の事象におけるヒューマンエラーのメカニズム
を把握し、標準へと蓄積して新たな設計に適用することが求められる。 
そこで、本研究では未だ多い現状にあるヒューマンエラーによる事故の低減を行うため、開発・
設計段階においてヒューマンエラー発生のメカニズムを把握・蓄積（失敗の蓄積）するためのデ
ータベースを構築し、さらに事故を事前に予測・評価するためのエラーモード（ユーザの不適切
な行動であるヒューマンエラーを抽象化して形式に分類したもの）を体系化することを目的とす
る。 
研究の流れとしては、ヒューマンエラーに拡張した失敗の蓄積の視点を作成し、それによるデ
ータベースを考案した。そしてヒューマンエラーに関する重大製品事故事例を用いてデータベー
スに失敗の情報を蓄積し、製品の開発・設計時に着目すべきヒューマンエラーのメカニズムと重
点指向すべき事象が判明することを示した。また、データベースの具体的な活用方法より、類似
するアイテムと目的（動作要素）を用いることによって、過去に発生した事故と類似する事故を
予測することが可能であることを示した。最後に、データベース項目から事故を事前に予測・評
価するためのエラーモードを体系化し、実際の製品事故事例を用いて検証を行った。その結果、
非常に高い割合で事故が予測可能であることが判明した。これにより、未だ多い現状にあるヒュ
ーマンエラー事故の低減を行うことが可能となった。 
 
